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令和３年度 第１回上武大学ヒト由来試料を用いた研究における倫理委員会

議事録

日 時 ： 令和３年５月２７日（木）

場 所 ： 持ち回り委員会

出席者

委員長 ： 石崎 泰樹

委 員 ： 倉林 正彦、鈴木 守、紺 正行、生方 政文、澁谷 正史、安部 まゆみ

記 録 ： 上原 恵美

議 題 ： ヒト由来試料を用いた研究における倫理問題の審査について（１件）

資 料 ： （１）倫理審査申請書コピー
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【議 題】ヒト由来試料を用いた研究における倫理問題の審査について（１件）

１．研究課題名：小児に新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）感染に対する耐性をもたらす

因子の検討

申請者：ビジネス情報学部 学部長 林 秀泰

・本件は、令和 3 年 5 月 27 日から持ち回り委員会による書類審査が実施された。

・委員から「9.研究概要の頁で、上武大学内ではそのような実験をするのか、あるいは実験

自身は行わないのか、などを明記していただければ、分かり易いと思います。」と意見があ

った。

・委員から「被験者が群馬県立小児医療センターに提出した同意書ならびに同意撤回書の

写しを当大学倫理委員会に提出を検討願いたい。」と意見があった。

・委員から「9.研究概要の〈目的〉5～6 行目 これらの分子や細胞につき重症者や成人と

小児の間でのという部分について修正を検討願いたい。」と意見があった。

・委員からの意見を受けて、申請者から関係書類が提出され「承認」となり、令和 3 年 7
月 19 日をもって審査が終了した。

審査結果：承認（修正後）

以上


